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■ 10月より、2025年度下半期の研修配信がスタートします
■ 講師インタビュー
■ 受講者数上位ランキング（2025年6月～8月）
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2025年10月1日より、JSDAコンプライアンス・トレーニングで2025年度下半期の研修配信が新たにスタートしま

す。合計19本の講座が新規配信となりますので、ぜひ配信スケジュール通知にて詳細をご確認ください。
（2025年8月27日付け協会員通知「『2025年度下半期 オンライン研修配信スケジュール』等の御案内について」（日証協（研） 

2025第38号））

■ 10月より、2025年度下半期の研修配信がスタートします

4つの

おすすめ

ポイント

【JSDAコンプライアンス・トレーニングでの研修受講について】

① 通年での受講機会を提供（受講期間は原則毎月１日から月末までの１か月単位※）、 受講申込み（月次

単位での申込み）を行うと、任意の時期にその月内においては、繰り返し受講が可能です。

② 受講期間内であれば、場所や時間を問わず、ＰＣ・スマートフォンからの受講が可能です。

（研修会場までの移動時間や交通費をかけずに受講できます。24時間いつでも、土日祝日も受講可能）

③ 研修講師が作成した小テストの実施により、理解度の確認ができます（一部講座を除きます）。

④ 初任者向けの体系的な研修プログラムや、短時間講座（講義時間約30分）も順次追加中。

各種講座の詳細、申込方法等は、 2025年8月27日付け協会員通知「『2025年度下半期 オンライン研修配信スケジュール』等の御案内について」
（日証協（研） 2025第38号）をご参照ください。

講師 アサミ経営法律事務所 代表弁護士 浅見 隆行 氏

本講座は、2024年２月施行の顧客情報のより一層の保護を図るための改正自主規制規則を踏まえ、

企業危機管理及び情報管理に精通した弁護士により、顧客情報管理スキルの向上やアクシデントが発

生した際の対処機能の強化を図ることを目的として、金融商品取引業者等及びその役職員等が顧客情

報を管理する際の留意点や求められる水準等について、具体例を交えながら解説します。

浅見弁護士 講師略歴

1997年 早稲田大学法学部卒業

2000年 弁護士登録（第二東京弁護士会）

2000年～2008年 中島経営法律事務所入所

2009年 アサミ経営法律事務所設立

Pickup!

配信テーマ（講義時間 35分）

「顧客情報の管理スキルの向上及び

アクシデント発生時の対処機能の強化について」

受講料 900円（税込）

配信期間  2025年10月1日～2026年9月30日

【短時間講座】顧客情報管理講座
次ページに浅見弁護士への
インタビューを掲載！

研修コース、講座 受講期間

自主規制規則

に基づく研修

・「役員研修」

・「内部管理統括責任者研修及び内部管理統括補助責任者研修」

・「内部管理責任者研修」

・「営業責任者研修」

お申込みいただいた受講月の１日から受講月の月末まで

倫理・コンプライアンスの内容をテーマとする研修

倫理・コンプライアンス以外の内容をテーマとする研修

お申込みいただいた受講月の前月（申込月）の26日から

受講月の月末まで

※受講月から新しい動画の配信が開始される研修に

 あっては、受講月の１日から受講月の月末まで

＜受講期間について＞

（英語音声を含む）

※ 一部の講座については申込月の26日から視聴いただけます （下記＜受講期間＞参照）

2025年4月から、
ちょっと受講開始日が
早まりました！
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浅見弁護士、ありがとうございました！

【短時間講座】顧客情報管理講座 講師の弁護士 浅見 隆行 氏 にお話を伺いました。

■ 講師インタビュー

～ 皆様からのたくさんの受講申込みをお待ちしています。 ～

１．主な専門分野及びこれまでのキャリア・実績についてお聞かせください。

 日頃は企業危機管理として不正・不祥事が発生したときの緊急対応、危機管理広報としての対外

的な情報発信についての助言、企業価値を低下させないようにガバナンスを強化するための役員研

修などを中心に行っています。

 その中に情報セキュリティとして、技術情報などの企業秘密や顧客情報などの個人情報が漏えい

した場合の対応について助言することも少なくありません。

 著書としては、「危機管理広報の基本と実践」のほか、共著として「株主総会決議取消訴訟」「取締役

の監視義務」などを執筆しています。

 現在は、月刊広報会議で「リスク広報最前線」、日経ヒューマンキャピタル・オンラインで「第三者調

査報告書から読むコンプライアンス」を連載しています。

２．昨今の企業のコンプライアンスに関する動向で注目している事項や、協会員の役職員の方が特に

留意した方がいい事項などがございましたらお聞かせください。

 この1，2年は「ビジネスと人権」、そのための役員によるガバナンス、が最大のトピックだと思いま

す。テレビ局へのCM出稿停止や芸能事務所タレントの起用見送りなどはその一例です。

 金融の業界に関しては、銀行・証券会社間での違法な情報共有、保険会社が銀行から顧客情報を

不正取得するなど、情報の不正取得や不正開示の事例が相次いでいます。

 「顧客情報」は、個人情報、法人情報いずれも、そもそも情報の持ち主のものであるという原点に立

ち返って、情報の持ち主が許可（同意）している範囲・方法以外では、情報を取得することも共有する

こともしてはいけないという基本をあらためておさえてください。

３．「【短時間】顧客情報管理講座」を受講することの意義や本講座のポイントなどについてお聞かせ

ください。
 

  「顧客情報管理講座」では、協会のルールを抽象論として抑えるだけではなく、「顧客情報」への接

し方、取扱い方に関して、過去に法的責任が問われた前例やその原因を具体的に紹介しています。

 そうした前例を知ることで、「顧客情報」に対して「やってはいけない」行動を具体的にイメージする

ことができるようになります。

 それによって、日頃の顧客情報の取扱い方がより慎重になるでしょう。また、万一、受講者の皆さ

んが「やってはいけない」行動をとってしまいそうな状況に直面した時に、「これは失敗例があったは

ず」と思い出し、「正しい」行動をとることができるようになるはずです。
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■ 受講者数上位ランキング（2025年6月～8月）

上記期間内で、受講者が多かった講座のランキングです。
（順位横の矢印・記号は、2025年3月～5月の間の受講者数ランキングからの動向を示しています。）

気になる講座がありましたら、ぜひ受講をご検討ください。

順位
順位
動向

講座名 テーマ

1位 ↑ 企業倫理講座
金融商品取引業者等に求められる高い倫理
観とプロフェッショナル意識

2位 ★
金融商品仲介業者業務運営
講座

金融商品仲介業者及び委託元金融商品取引
業者に求められるコンプライアンス

3位 ↑
顧客本位の業務運営講座_
前編

顧客本位の業務運営に関する最新の議論
【前編】

4位 ↑
顧客本位の業務運営講座_
後編

顧客本位の業務運営に関する最新の議論
【後編】

5位 →
営業員コンプライアンス
セミナー_上半期_後編

営業現場における近時のコンプライアンス
上の重要事項について
（後編）近時の問題事例等から見る営業員が遵守す
べき行為規制その他のルール

6位 ↓
営業員コンプライアンス
セミナー_上半期_前編

営業現場における近時のコンプライアンス
上の重要事項について
（前編）資産運用立国実現に向けた顧客本位の業務
運営の深化

7位 ↑
外務員実務基礎講座_職業
倫理講座

外務員に求められる基本的倫理観について

8位 ↓ 個人情報保護法講座_前編 個人情報保護法の基本

9位 ↑ 金融商品取引法講座_6 金融商品取引法を巡る最近の動き

10位↓ 個人情報保護法講座_後編 個人情報の利活用の実務

※ 以下の研修以外のランキングとなっています。

・代表者セミナー ・役員研修 ・内部管理統括責任者研修及び内部管理統括補助責任者研修合同研修 ・内部管理責任者研修

・営業責任者研修

※ 上記は既に実施した講座の受講者ランキングであり、現在募集中の講座と内容や講師が異なる場合がありますので、ご了承ください。

現在募集中の講座の詳細、申込方法等は、 2025年8月27日付け協会員通知「『2025年度下半期 オンライン研修配信スケジュール』等の御案内
について」（日証協（研） 2025第38号）をご参照ください。
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順位動向記号一覧

↑ 前3か月順位より上昇

↓  〃   下降

→ 〃 と同順位
★ 新規（前3か月の配信なし）

２
１

３

【受講者の声】

・金融商品仲介業に関す

るテーマが協会研修に

新設された。金融商品

取引業者におけるコン

プライアンスの考え方等

を分かりやすく説明さ

れていて、非常に有意

義な研修であった

・QA式でわかりやすい

・幅広い事項を要領よく、

的確にハイライトされて

いた

日本証券業協会 規律本部 研修部

2025年9月17日 Vol.12

【受講者の声】

・改めて外務員として働

く際の考え方を学んだ、

大変勉強になった

・少し考えるような問題

だった

【受講者の声】

・説明がはっきりとして

いてわかりやすかった

・改正点に絞って説明さ

れていた。効率よくまと

めていただき、よかった
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研修Newsletterについて

目 的 自主規制に関する研修プログラムについての理解を促進するため、以下の内容について、定期的に協会員の研修担当者等に周知を図る目的で作成しています。

・ 研修プログラムごとの受講者数の状況 ・ 新規／既存の研修プログラムの紹介 ・ 研修講師として派遣した講師紹介の事例や受講者の感想    など

発行時期 四半期毎（3月、6月、9月、12月）に発行

掲載場所 協会WAN、 「JSDAコンプライアンス・トレーニング」内（お知らせ）、協会HP（ https://www.jsda.or.jp/about/jishukisei/kensyunewsletter/ ）

利用方法 社内関係部署や受講者への展開・共有、社内イントラネットへの掲載 等々、「JSDAコンプライアンス・トレーニング」の研修の周知・受講ご検討にご利用ください。

発 行 者  日本証券業協会 規律本部 研修部
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◆ 研修の概要説明動画のご紹介
 研修受講検討・申込みに当たってのご参考となるよう、各講師による講義全体の概要説明に

ついて、無償で視聴できる動画（数分程度）を配信しています。

 研修申込担当者だけでなく、受講者の皆様もご視聴いただけますので、受講をご検討されている方は、ぜひこ

の概要説明動画もご活用ください。

【概要説明動画の内容】
・講師のこれまでのご経歴（どのような案件（研修に関連する内容）にご対応されてきたか等）

・どのような観点で本講義を行うか

概要説明動画の詳細につきましては、協会ＷＡＮシステムの「本協会への提出情報」内「提出文書管理」、「研修受講申込書」欄に格納し
ている「【参考】協会ＷＡＮ申込みマニュアル」(P.4)をご参照ください。

概要動画の
視聴は無償!

日本証券業協会 会員本部 会員部
会員限定
受講料無料

日本証券業協会 規律本部 研修部

2025年9月17日 Vol.12

カテゴリー 公開中の動画例

法令制度／調査関連
• 家族サポート証券口座に関する説明会
• 新NISA開始１年後の利用動向に関する調査(調査結果概要) 等について

IT・DX関連 • サイバーセキュリティ研修【サイバーインシデント事例に学ぶセキュリティ対策】

SDGs関連 • 北海道大学×日本証券業協会 SDGsシンポジウム

その他
• 高齢のお客様とのコミュニケーション(基礎編・応用編）
• ビジネスマナー講座（10本構成）

◆ JSDA トレーニング・ハブからのお知らせ

最新の話題や注目コンテンツを
動画で確認！

 会員限定の研修オンデマンド動画サイト「JSDAトレーニング・ハブ」（視聴無料）では、人材育成支援のための研

修動画を配信しています。 <202５年９月１０日現在、６９本掲載>

 動画視聴は、事前申込不要、視聴期限なし、動画全編無料で、PCやスマートフォンからでも自由に視聴可能です。

JSDAトレーニング・ハブの更新情報（新規動画のアップロード）は、会員通知にて適宜お知らせいたします。

◆ 202５年度 集合研修・交流会開催について
2025年度も各種の集合研修を開催予定です。集合研修の開催・申込については、会員通知・本Newsletter

でも改めてご連絡いたしますので、ぜひご参加ください。

開催日程 対象 主なプログラム等

【開催済】
２０２5/８/27

中堅
・ 研修：中堅社員向けオーナーシップ研修
・ 講演：内外政治の影響とＡＩテック相場の読み解き方（大和証券 木野内 氏）

【準備中】
１０月中開催予定

若手
・ 入社１～５年目を対象、２日間開催
・ 研修やアナリストによる講演会、交流会などのプログラムを予定

https://www.jsda.or.jp/about/jishukisei/kensyunewsletter/
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